
令和３年９月

北海道保健福祉部

実態調査結果

①　高齢者をケアしている方

資料１－３



【調査目的】

【主な調査項目】

【調査対象】
道内に居住する高齢者の家族の介護等を行うケアラー

【調査対象数】
１，３９０件

【回答件数】
９８７件（回収率７１.０％）

　支援を必要としているケアラーの早期発見や適切な支援につなげるための方策を検討するため、ケアラー本人が抱

える悩みのほか、関係機関における取組状況などを把握することを目的に実施。

・ケアラー自身について（性別、年齢、就労状況）

・お世話を必要としている人の状況（ケアラーとの関係、ケアが必要な理由）

・ケアの状況（期間、内容、悩み）　・サービスの利用状況　・ケアラーの生活状況（健康状態、生活への影響）

・ケアラーの家族の状況（ケアをしている人数、ケアの分担）

　地域包括支援センター１カ所につき、要介護認定を受けているサービス未利用者１名とサービス利用者４名

　を目安に、対象者を抽出



・ケアラー本人（N=987）の性別をみると、「女性」が74.4％、「男性」が25.2％であっ

た。

（１）ケアラーの性別

１　ケアラー本人の属性

男性

25.2%

女性

74.4%

その他

0.1%

無回答

0.3%
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・ケアラー本人（N=987）の年齢をみると、65歳以上の高齢者の割合が合わせて54.2％で

あった。

（２）ケアラーの年齢

18歳未満

0.1% 18～29歳

0.6%

30～64歳

44.7%

65～74歳

29.3%

75～84歳

18.8%

85歳以上

6.1%

無回答

0.4%
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・ケアラー本人（N=987）の就労状況をみると、「無職」が56.5％で最も高く、

次いで「非正規雇用」が18.0％であった。

（３-1）ケアラーの就労状況

正規雇用

13.0%

非正規雇用

18.0%

自営業

5.8%

自営手伝い

4.0%

無職

56.5%

無回答

2.7%

3



正規雇用（正社員）　⇒　【介護休暇制度　１．有　・　２．無　・　３．わからない　】

・正規雇用者（N=128）のうち、介護休暇制度が「有」は41.4％、「無」は

20.3％であった。

（３-2）介護休暇制度の有無（正規雇用者に限る）

有

41.4%

無

20.3%

わからない

9.4%

無回答

28.9%
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・回答者（N=987）の居住する振興局は、「石狩」が16.9％で最も高く、次いで

「上川」が12.2％であった。

（４）住んでいる地域

石狩

16.9%

上川

12.2%

空知

10.2%
後志

9.8%

胆振

8.3%

十勝

8.3%

渡島

7.7%

オホーツク

7.2%

釧路

5.4%

留萌

3.4%

日高

2.8%

宗谷

2.4%

檜山

2.2%

根室

1.5%

不明

0.8%

無回答

0.9%
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２　お世話を必要としている人の状況

・お世話をしている人の状況（N=987）をみると、「子」が60.0％で最も高く、

次いで「配偶者」が33.4％であった。

（５）お世話をしている人の状況

子

60.0%

配偶者

33.4%

孫

1.1%

兄弟姉妹

0.9%

親戚

0.7%

父母

0.7%

その他

1.2% 無回答

2.0%
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（６）お世話を必要としている人の性別

・お世話を必要としている人（N=987）の性別をみると、「男性」が36.4％、

「女性」が60.8％であった。

男性

36.4%

女性

60.8%

その他

0.1%

無回答

2.7%
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・お世話を必要としている人（N=987）の年齢をみると、「85歳以上」が56.2％

と最も多く、次いで「75歳～84歳」が29.2％であった。

（７）お世話を必要としている人の年齢

40歳未満

0.0% 40～64歳

1.6%
65～74歳

10.9%

75～84歳

29.2%
85歳以上

56.2%

無解答

2.1%
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・ケアが必要な理由（N=972）をみると、「身体の老化」が65.0％で最も高く、

次いで「認知症」が39.4％であった。

（８）ケアが必要な理由（複数回答）

65.0 

39.4 

25.4 

5.9 

3.3 

3.1 

2.1 

1.7 

0.9 

0.3 

13.6 

身体の老化

認知症

身体障がい

難病

医療的ケア

精神障がい

重症心身障がい

ひきこもり

依存症

知的障がい

その他
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・ケアの期間（N=987）をみると、「３年以上10年未満」が41.2％で最も高く、

次いで「１年以上３年未満」が30.8％であった。

（９）ケアの期間

１年未満

11.9%

１年以上３年未満

30.8%
３年以上10年未満

41.2%

10年以上

14.2%

無解答

1.9%
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（10-1）ケアの内容【分類別：複数回答】

・ケアの内容（N=981）を分類別にみると、「日々の暮らしに関すること」が98.6％で最も

高く、次いで「身体的介護や介助のこと」が88.7％であった。

98.6 

88.7 

88.3 

59.4 

5.6 

日々の暮らしに関すること

身体的介護や介助のこと

サービスの利用に関すること

趣味や余暇活動に関すること

その他
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（10-2）ケアの内容【選択肢別：複数回答】

・ケアの内容（N=981）を選択肢別にみると、「家事の援助」が86.5％で最も高

く、次いで「通院の援助」が82.2％であった。

72.3 

66.0 

3.3 

体調の管理

日常生活の介護や介助

医療的ケア

【分類A：身体的介護や介助のこと】

86.5 
82.2 

68.2 

58.7 

32.3 

家事の援助

通院の援助

金銭管理

心の安定

安全のための見守り

【分類Ｂ：日々の暮らしに関すること】

【分類Ｃ：サービスの利用に関すること】

70.3 

66.5 

28.0 

23.4 

書類の作成・提出

サービス利用の援助

自立や希望を支える支援

サービス利用中の援助

44.2 
24.7 

11.2 
6.2 

2.2 

趣味や余暇の支援
散歩の同行
旅行の同行

催し物の同行
映画館や美術館への同行

【分類Ｄ：趣味や余暇活動に関すること】
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・ケアの頻度（N=987）をみると、「毎日」が76.2％で最も高く、次いで「週２

～３日」が7.9％であった。

（11）ケアの頻度

毎日

76.2%

週４～６日

6.5%

週２～３日

7.9%

週１日

2.7%

月に２～３日

2.4%

その他

1.5%
無解答

2.8%

13



・１日あたりのケアにかける時間（N=987）をみると､「１時間以上３時間未満」

が28.8％で最も高く､次いで「３時間以上６時間未満」が23.9％であった｡

（12）１日あたりのケアにかける時間

１時間未満

10.4%

１時間以上

３時間未満

28.8%

３時間以上

６時間未満

23.9%

６時間以上

９時間未満

11.3%

９時間以上

18.8%

無解答

6.8%
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（13-1）ケアラー自身の悩み（分類別：複数回答）

・悩み（N=931）を分類別にみると、「あなた自身のこと」が92.7％で最も高

く、次いで「あなたがお世話をしている人」が86.8％であった。

92.7 

86.8 

55.3 

34.2 

29.6 

5.7 

あなた自身のこと

あなたがお世話をしている人のこと

日々の生活のこと

サービスの利用に関すること

あなたの世帯や家族のこと

その他
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あ
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（13-2）ケアラー自身の悩み【選択肢別：複数回答】

・悩み（N=931）を選択肢別にみると、「自分の心と体の健康」が55.1％で最も

高く、次いで「介護づかれやストレス」が49.6％であった。

55.1
49.6

34.8
26.0

25.1
22.9

20.5
11.4

8.2
6.1

5.3

自分の心と体の健康

介護づかれやストレス

代わりにお世話をしてくれる人がいない

自分自身の時間が取れない

自分亡き後の不安

お世話と仕事の両立

自分の将来が不安

サービス利用しているが負担が減らない

社会参加ができない

世間体に対するストレス

相談する人がいない

36.6
36.2

33.5
24.1

22.3
9.1

お世話をしている人の言動

お世話が必要な人の心身の状態悪化

お世話が必要だと本人に自覚がない

お世話が必要な人の将来

認知症の人との接し方

性別が異なる相手のお世話

【あなた自身のこと】

【あなたがお世話をしている人のこと】
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15.8

13.4

3.7

1.4

家族で楽しく過ごす時間が取れない

配偶者等の無関心、無理解、非協力

他の18歳以上の家族のお世話をする時間がない

他の18歳未満の家族のお世話をする時間がない

31.1

3.8

利用させたいサービスを本人が望まない

利用させたいサービスがない

29.4

25.1

14.6

12.7

3.1

時間に追われている

精神的に苦しい

睡眠時間が足りない

経済的に苦しい

居住地が遠く通うのが難しい

【あなたの世帯や家族のこと】

【サービスの利用に関すること】

【日々の生活のこと】
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・緊急時などに代わりにケアをしてくれる人（N=962）をみると、「子」が

25.7％で最も高く、次いで「配偶者」が23.2％であった。

（14）緊急時等に代わりにケアをしてくれる人の有無（複数回答）

25.7 

23.2 

22.8 

17.3 

4.6 

3.3 

2.6 

2.4 

1.9 

0.2 

2.5 

20.4 

子

配偶者

兄弟姉妹

介護サービス事業者

親戚

父母

近所の人や知人

医療従事者

孫

祖父母

その他

誰もいない
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３　サービスの利用状況など

・サービス利用（N=987）の状況をみると、「利用している」が82.6％、「利用

していない」が14.7％であった。

（15）お世話を必要としている人の公的サービス利用の有無

利用している

82.6%

利用していない

14.7%

無回答

2.7%

調査方法として、サービス利用者と未利

用者を４：１の比率で抽出している。
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・利用しているサービス（N=808）の状況をみると、「通所サービス」が74.3％

で最も高く、次いで「訪問サービス」が52.2％であった。

（16）利用しているサービス（複数回答）

74.3 

52.2 

24.5 

16.6 

16.0 

15.3 

10.4 

7.8 

2.2 

3.5 

通所サービス

訪問サービス

福祉用具の利用

高齢者サロン・カフェ

医療機関への通院介助

宿泊などの預かりサービス

医療機関受診

訪問診療（医師の自宅訪問）

訪問看護

その他
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・サービス利用料の負担感（N=815）をみると、「あまり負担に感じない」が

32.5％で最も高く、次いで「やや負担に感じる」が22.1％であった。

（17）サービス利用料に関する負担感

負担に感じる

10.3%

やや負担に感じる

22.1%

あまり負担に感じない

32.5%

負担に感じない

20.4%

どちらともいえない

12.9%

無解答

1.8%
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・サービスの満足感（N=815）をみると、「まあまあ満足している」が48.1％で

最も高く、次いで「満足している」が39.3％であった。

（18）現在利用している公的サービスへの満足感

満足している

39.3%

まあまあ満足し

ている

48.1%

やや不満足である

4.2%

不満足である

1.3%

どちらともいえない

4.7%
無解答

2.4%
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（19）サービス利用のきっかけ（複数回答）

・サービス利用のきっかけ（N=802）の状況をみると、「ケアラー（あなた）が

利用を勧めた」が49.9％で最も高く、次いで「地域包括支援センターが利用を勧め

た」が41.1％であった。

49.9 

41.1 

21.3 

19.2 

17.8 

9.7 

6.2 

あなたが利用を勧めた

地域包括支援センターが利用を勧めた

病院の人が利用を勧めた

あなたがお世話をしている人の希望

あなた以外の家族が利用を勧めた

市役所や町村役場の人が利用を勧めた

それ以外の人が利用を勧めた
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・サービス利用に必要な配慮（N=737）をみると、「特にない」が29.9％で最も

高く、次いで「利用したいサービスを増やしてほしい」が27.5％であった。

（20）サービス利用にあたり必要な配慮（複数回答）

27.5 

24.6 

22.0 

17.9 

11.4 

5.0 

5.6 

29.9 

利用したいサービスを増やしてほしい

もっと利用手続きを簡単にしてほしい

もっと安くしてほしい

サービスの時間を増やしてほしい

サービスの内容を分かりやすく説明してほしい

家の近所など身近でサービスを受けたい

その他

特にない
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（21）サービスを利用していない理由（複数回答）

・サービスを利用していない理由（N=131）をみると、「本人にサービス利用の

希望がない」が84.0％で最も高く、次いで「自分がお世話するので必要ない」が

19.1％であった。

84.0 

19.1 

9.9 

8.4 

2.3 

1.5 

0.0 

14.5 

本人にサービス利用の希望がない

自分がお世話をするので必要ない

経済的な不安がある

どんなサービスがあるかわからない

利用手続きがわからない

利用したいサービスが近くにない

利用したい事業所が満員で利用できない

その他
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・サービス利用の抵抗感（N=632）をみると、「特にない」が60.4％で最も高

く、次いで「経済的な不安がある」が15.8％であった。

（22）サービス利用の抵抗感（複数回答）

15.8 

12.0 

8.5 

7.6 

3.5 

2.7 

2.1 

4.0 

60.4 

経済的な不安がある

他人を家に入れたくない

自分や家族の情報を伝えることに抵抗がある

家族がお世話をするのが当たり前

あなた以外の家族が抵抗感を持っている

世間体が気になる

あなたを含めて家族が抵抗感を持っている

その他

特にない
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・ケアをすることによる健康状態への影響（N=917）をみると､｢疲れがとれな

い」が35.4％で最も高く、次いで「体調を崩すことがある」が29.0％であった。

（23）ケアをすることによる健康状態への影響（複数回答）

４　ケアラーの生活状況

35.4 

29.0 

26.3 

26.5 

25.7 

21.0 

5.5 

5.2 

4.7 

7.1 

26.0 

疲れがとれない

体調を崩すことがある

気分が沈みがちである

睡眠不足である

腰痛、腱鞘炎など肉体的疲労がある

運動不足である

持病が悪化した

お世話で時間がなくなり通院できない

通院するようになった

その他

特にない
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（24）趣味や休息など自分のための時間

・自分のための時間がとれているか（N=987）をみると、「まあまあ

とれている」が41.9％で最も高く、次いで「あまりとれていない」が

35.2％であった。

とれている

15.0%

まあまあとれ

ている

41.9%

あまりとれてい

ない

35.2%

全くとれていない

5.7%

無解答

2.2%
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・ケアをすることによる生活への影響（N=871）をみると､｢特にない｣が53.4％で

最も高く、次いで「出費が増えるようになった」が30.4％であった。

（25）ケアをすることによる生活への影響（複数回答）

30.4 

8.8 

8.0 

2.5 

7.1 

53.4 

出費が増える

ようになった

収入が減った

離職・失業した

転職した

その他

特にない
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・ケアラーの相談先（N=951）の状況をみると、「地域包括支援センター」が

54.8％で最も高く、次いで「家族」が53.5％であった。

（26）ケアラーの相談先（複数回答）

54.8 

53.5 

43.2 

21.6 

19.7 

18.0 

9.9 

2.0 

1.4 

0.3 

0.2 

4.3 

地域包括支援センター

家族

居宅介護支援事業所のケアマネジャー

病院

介護サービス事業所

市役所や町村役場

近所の人や知人

民生委員・児童委員

家族会

老人クラブ

当事者支援団体

その他
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（27-1）ケアラーが求めている支援【分類別：複数回答】

・必要な支援（N=925）の状況を分類別にみると、「お世話をしている人が相談

できる人や場所」が85.8％で最も高く、次いで「お世話をしている人の負担を軽減

する支援」が82.7％であった。

85.8 

82.7 

82.2 

75.2 

25.4 

お世話をしている人が

相談できる人や場所

お世話をしている人の

負担を軽減する支援

お世話が必要な人のための

各種サービス及び支援

お世話をしている人の

精神的な支え

その他の支援

(経済的な支援)
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（27-2）ケアラーが求めている支援【選択肢別：複数回答】

・必要な支援（N=925）の状況を選択肢別にみると、「緊急時でも安心して預

かってくれる場所」が59.6％で最も高く、次いで「自分の話を聞いてくれる人」が

49.1％であった。

45.8 
44.3 

27.5 
17.9 

いろいろな制度に詳しい職員

何でも相談できる窓口

自宅訪問による相談

電話相談

【お世話をしている人が相談できる人や場所】

【お世話をしている人の負担を軽減する支援】

【お世話をしている人の精神的な支え】

【お世話が必要な人のための各種サービスによる支援】

59.6 
36.9 

30.2 
26.9 

緊急時でも安心して預かってくれる場所

お世話が必要な人の短期入所

お世話が必要な人が入所できる施設

お世話が必要な人が身近に利用できるサービス

45.3 
34.4 

32.1 
13.9 

13.2 

お世話をできなくなった後の代わりの人の確保
自分が休める時間

お世話を一時的に代わってくれる人
家事の援助

お世話をしながら働ける職場環境

49.1 
25.9 

24.6 
14.7 

自分の話を聞いてくれる人

お世話をすることに対する周りの人の理解

困っているときの声かけ・励まし

お世話をしている人同士の交流

【その他】

22.6 
3.7 

経済的な支援
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５　ケアラーの家族

・お世話を必要としている人との同居・別居（N=987）の状況をみると、「同

居」が77.2％で、「別居」が21.2％であった。

（28）お世話を必要としている人との同居・別居

同居

77.2%

別居

21.2%

無回答

1.6%
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・お世話を必要としている人と同居しているケアラーの世帯の人数（N=762）を

みると、「２人」が53.4％で最も高く、次いで「３人」が30.6％であった。

（29）ケアラーの世帯の人数

（ケアラーがお世話を必要としている人と同居の場合）

２人

53.4%
３人

30.6%

４人

9.2%

５人

2.8%

６人以上

2.6%

無解答

1.4%
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・お世話を必要としている人と同居しているケアラー（N=762）のうち、２人以

上ケアしている者は26.4％であった。

（30-1）ケアをしている人は２人以上いるか

（ケアラーがお世話を必要としている人と同居の場合）

いる

26.4%

いない

67.5%

無解答

6.1%
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・お世話を必要としている人と同居し、かつ、複数の人をケアしているケアラー

（N=171）がケアしている人数をみると、「２人」が76.6％で最も高く、次いで

「３人」が15.8％であった。

（30-2）ケアラーが複数の人をケアしている場合の人数

（ケアラーがお世話を必要としている人と同居の場合）

76.6 

15.8 

5.8 

1.8 

２人

３人

４人

５人
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（30-3）ケアラーが複数の人をケアしている場合のその人との関係

（ケアラーがお世話を必要としている人と同居の場合：複数回答）

・お世話を必要としている人と同居し、かつ、複数の人をケアしているケアラー

（N=195）がケアしている人との関係をみると、「配偶者」が42.1％で最も高

く、次いで「父母」が31.8％であった。

42.1 

31.8 

27.2 

10.3 

4.1 

3.1 

1.5 

2.1 

配偶者

父母

子

兄弟姉妹

孫

親戚

祖父母

その他
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・お世話を必要としている人と別居しているケアラーの世帯の人数（N=209）を

みると、「２人」が57.9％で最も高く、次いで「３人」が17.2％であった。

（31）ケアラーの世帯の人数

（ケアラーがお世話を必要としている人と別居の場合）

１人

14.8%

２人

57.9%

３人

17.2%

４人

8.6%

５人

1.0%

６人以上

0.5%
無解答

0.0%
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・お世話を必要としている人と別居しているケアラー（N=209）のうち、２人以

上ケアしている者は26.3％であった。

（32-1）ケアをしている人は２人以上いるか

（ケアラーがお世話を必要としている人と別居の場合）

いる

26.3%

いない

67.0%

無解答

6.7%
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・お世話を必要としている人と別居しており、かつ、複数の人をケアしているケア

ラー（N=50）がケアしている人数をみると、「２人」が64.0％で最も高く、次い

で「３人」が28.0％であった。

（32-2）ケアラーが複数の人をケアしている場合の人数

（ケアラーがお世話を必要としている人と別居の場合）

64.0 

28.0 

8.0 

２人

３人

４人
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（32-3）ケアラーが複数の人をケアしている場合のその人との関係

（ケアラーがお世話を必要としている人と別居の場合：複数回答）

・お世話を必要としている人と別居しており、かつ、複数の人をケアしているケア

ラー（N=51）がケアしている人との関係をみると、「配偶者」が49.0％で最も高

く、次いで「父母」が31.4％であった。

49.0 

31.4 

17.6 

17.6 

5.9 

2.0 

0.0 

2.0 

配偶者

父母

子

兄弟姉妹

孫

親戚

祖父母

その他
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・日常的に介護を分担してくれる人（N=958）の状況をみると、分担してくれる

人が「いない」が48.6％で最も高く、分担してくれる人がいる場合、「子」が

19.1％で最も高かった。

（33）ケアラー（あなた）と日常的に介護を分担してくれる人の状況（複数回答）

19.1 

18.8 

17.5 

3.5 

2.2 

1.3 

0.1 

1.7 

48.6 

子

配偶者

兄弟姉妹

父母

親戚

孫

祖父母

その他

いない
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・介護を分担してくれる人にケアラーが感じている負担感（N=492）をみると、

「無解答」が61.2％で最も高く、次いで「やや負担になっていると思う」が

20.1％であった。

（34）介護を分担してくれる人にケアラーが感じている負担感

大変負担に

なっていると思う

7.1%

やや負担に

なっていると思う

20.1%

あまり負担に

なっていないと思う

10.6%

全く負担に

なっていないと思う

1.0%

無解答

61.2%
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回答

・自分の負担を増やし分担してくれている人の負担を減らしたいことについてみる

と（N=492）、「無解答」が51.6％で最も高く、次いで「どちらでもない」が

14.6％であった。

（35）ケアを分担していることについて感じていること

① 自分の負担を増やし分担してくれている人の負担を減らしたい

とても感じる

5.7% 少し感じる

11.6%

どちらでもない

14.6%

あまり感じない

10.0%
感じない

6.5%

無解答

51.6%
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・他の家族等に関わってもらい、自分や分担してくれている人の負担を減らしたい

ことについてみると（N=492）「無解答」が53.5％で最も高く、次いで「どちら

でもない」が12.4％であった。

② 他の家族等に関わってもらい、自分や分担してくれている人の負担を減

らしたい

とても感じる

4.5%
少し感じる

11.8%

どちらでもない

12.4%

あまり感じない

8.5%
感じない

9.3%

無解答

53.5%
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・公的サービス利用を増やし、自分や分担してくれている人の負担を減らしたいこ

とについてみると（N=492）、「無解答」が36.1％で最も高く、次いで「少し感

じる」が23.4％であった。

③ 公的サービスの利用を増やし、自分や分担してくれている人の負担を減

らしたい

とても感じる

15.9%

少し感じる

23.4%

どちらでもない

13.4%
あまり感じない

6.5%

感じない

4.7%

無解答

36.1%
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・現在の生活のくらし向き（N=987）をみると、「普通」が73.7％で最も高く、

次いで「苦しい」が16.0％であった。

（36）現在の生活のくらし向き

苦しい

16.0%

普通

73.7%

ゆとりがある

4.7%

答えたくない

3.0%

無解答

2.6%
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・今後の生活のくらし向き（N=987）をみると、「今と変わらない」が36.8％で

最も高く、次いで「今より苦しくなる」が31.8％であった。

（37）今後の生活のくらし向き

今より苦しくなる

31.8%

今と変わらない

36.8%今より楽になる

0.8%

わからない

26.4%

答えたくない

1.2%

無解答

3.0%
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